
第３６９回 鳥取海区漁業調整委員会議事録 

 

１ 日 時 平成３０年８月２日（水）午前１０時３０分から 

 

２ 場 所 ホテルセントパレス倉吉 ウインザーノース（２階） 

（倉吉市上井町1丁目9-2） 

 

３ 出席者 委 員：渡部会長、浜尾委員、井本委員、灘本委員、板倉委員、山根委員、寺田委

員、景山委員 

鳥取県：小畑水産振興局長、宇山境港水産事務所長、 

丹下水産課漁業調整担当係長、宮邉水産課漁業振興担当係長、 

尾田境港水産事務所係長 

事務局：平野事務局長、志村書記 

 

４ 傍聴者 なし 

 

５ 議題 

（１） 海面漁業権の適格性・優先順位の審査（諮問） 

（２） 漁業許可取扱方針の改正について（協議） 

 

６ 議事の経過及び結果 

定刻となり、渡部会長が開会を宣言し、渡部会長の議事進行により、議事に入った。また、会

長から浜尾委員と井本委員が議事録署名人に指名された。 

 

議事１ 海面漁業権の適格性・優先順位の審査（諮問） 

資料１に基づき丹下水産課漁業調整担当係長が説明し原案どおり答申された。 

 

〔渡部会長〕委員から意見はいかがか。 

〔景山委員〕よい。 

〔渡部会長〕原案通り答申してよろしいか。 

〔委員一同〕はい。 

〔渡部会長〕では問題なしと答申する。 

 

議事２ 漁業許可取扱方針の改正について（協議） 

資料２に基づき志村書記が説明し原案どおり承認された。 

 

〔渡部会長〕地びき網の操業許可条件についてはいかがか。 



〔景山委員〕これでいい。 

〔渡部会長〕従来、知事許可漁業のさより船びき網漁業といわし船びき網漁業は、第三種共同漁

業権の漁場区域内で操業する場合、漁業権者の同意が必要だったが、今後はどうなるのか。 

〔志村書記〕第三種を省くが、第一種共同漁業権漁場では同意が必要となる。 

〔渡部会長〕共同漁業権漁場の漁業権者の同意が要るということ。 

〔志村書記〕そうである。同意はそのまま引き続き必要とする。 

〔渡部会長〕特に問題はないと思う。 

〔景山委員〕時々問題は起きているが、その都度解決している。 

〔渡部会長〕磁針方位、真方位について、今回、真方位に統一するということであるがこれにつ

いてはいかがか。 

〔平野事務局長〕全部を真方位に統一することはできない。例えば、１０ページ目の１８０度は、

真方位でなくて磁針方位が使われている。これを真方位に統一しようとすると、１８０何度

となり、かえって分かりにくくなる。本来であれば、統一するというのが正しいが、統一が

出来ないため、今回は真方位か磁針方位か明確にしたと御理解いただきたい。 

〔渡部会長〕そうか。 

〔平野事務局長〕統一出来たらよかったのだが。 

〔渡部会長〕これは、自家用餌料びき網の許可についてか。 

〔志村書記〕餌料びき網の許可についてのみである。 

〔景山委員〕昔から餌料びき網の線引きは難しい。 

〔渡部会長〕今回は、真方位、磁針方位を明確にしたということ。昔からの懸案事項であり、１

つ大きな問題が解決できたと感じている。特に問題なしとして、よろしいか。 

〔委員一同〕はい。 

 

７ その他 

〔渡部会長〕その他何かあるか。 

〔景山委員〕鳥取県の漁師には、高齢者が多く、若い者が少ない、鳥取県の海を全組合員が使う

ことが出来るよう、水産課も勉強してほしい。 

〔平野事務局長〕はい。 

〔景山委員〕鳥取県の海を皆さんが有効に使うことが出来るように。 

〔平野事務局長〕数十年間で漁業者が減っており、限られた資源を有効に使っていくことは、非

常に大事なこと。鳥取県の海を有効に使っていくために、この委員会でこれからも審議して

いきたい。 

〔景山委員〕よろしく。 

〔渡部会長〕大切なことだと感じている。そのほかは何かあるか。 

〔景山委員〕小型底びき網が少なくなっている。赤碕はどうか。 

〔寺田委員〕赤碕は小型底びき網は１隻になった。 

〔景山委員〕そうか。赤碕も昔は数が多かったであろう。 



〔寺田委員〕今ではその１隻もほとんど出漁していない。 

〔景山委員〕境港も少ない。また、境港支所には１０トン未満のいか釣り漁船は、１隻しかない。 

〔小畑水産振興局長〕漁船も減少しており、数年先には１隻も船がない漁港も出てくると思われ

る。そういった漁港を、どう使うのかという問題もある。イワガキ礁についても、県で数年

間運営したが、そこで漁業をしたい人が二、三人しかいないところもあり、効率が悪いため、

皆で使える魚礁にするといったことも考えていかなければいけない。海の利用と施設の利用

について一緒に考えていきたい。 

〔渡部会長〕ダイナミックに変えなければいけない時期だ。 

 

８ 閉 会 

〔渡部会長〕これで閉会とする。 

 

 

平成３０年８月２日 

         

 

               議長会長   

    

     

               署名委員   

     

     

               署名委員   

 

 

 


